
 

 
 

 



これまで（計５回）のワークショップで話し合われた、参加者の主な意見を紹介します。
ワークショップでは、参加者の皆さんから多くのご意見をいただきましたが、ここではその中の主だったご意見を、話し合っていただいた流れに沿って、まとめています。

鶴甲会館に関する意見 

まち（鶴甲団地）に関する意見 
環境について 

良いところ 

・治安が良い。  ・景色が良い。  ・自然が豊か。 

・交通の便が良い（バスが２系統ある）。 

・子育てに適している。 

良くないところ 

・大型車の排気ガスや騒音。 ・医療機関が少ない。 

・交通の便が悪い。     ・買い物が不便。 

・団地にエレベーターが無い。 

コミュニティについて 

良いところ 

・ふれまちの活動が盛ん。 ・地域の人々の緩やかなつながり。 

・子供に地域の目が行き届いている。・多様な年代構成。 

・神戸大学との交流がある。 

良くないところ 

・地区内の子供が減っている。  ・住民の高齢化。 

・自治会活動の機能低下。  ・若い人の地域活動への参加が少ない。 

どんなまちを目指したいか 

・子供から高齢者まで、住みやすいまち。 

・鶴甲銀座（コープ周辺）を活性化。 

・鶴甲会館を拠点に地域がつながるまち。 

・集合住宅の改造、建替えによるまちの若返り、活性化。 

・豊かな自然を維持していく。 

建物・立地に関する課題

 

  

 

管理運営に関する課題

 

 

 

 

  

・耐震改修する。 

・現地で建て替える。 

・団地の中心付近に移転できないか。 

・老朽化と共に、耐震性能も不足している。 

・会館へのアクセスが悪い。 

・前面道路が危険。 

・歩道橋は高齢者等にとっては利用し難い。 

・土砂災害の危険がある。 

・歩道橋にエレベーターを設置。 

・信号機、横断歩道の設置。 

・駐車場あたりに砂防施設を造る。 

・土砂災害は、国や県が対策してくれるだろう。 

・利用率の低下。 

・ロビーが活用されていない。 

・広報活動が不足している。ＰＲ不足。 

・会館主体のイベントなどがない。 

・高齢者向けの教室やサービスが少ない。 

・夜間など柔軟な利用ができない。 

・利用率を考えると、規模の縮小もやむを得ない。 

・ＰＲと新たな企画や機能で人を呼び込む。 

・地域でゆるやかに管理できないか。 

・行政がもっと地域の声を聞いて運営を。 

過去に、警察にも相談

したが難しそう・・・ 

・今の建物を耐震改修する。又は、現地で建て替え。 

・今の会館を耐震改修をするのが、お金もかからない。 

・鶴甲会館の立地は自然も近く恵まれており、現地で存続してほしい。 

現地で整備 

・団地の外周道路を渡らなくても行けるところに移転。 

・児童館と共に鶴甲の中心付近に移転する。 

・県警待機宿舎の場所に移転すれば、会館の課題はほとんど解決するのでは。 

小学校や、地域福祉センターも近くて良い。 

団地内側へ移転 

・分譲マンション等と併設して建て替え、その売却益でアクセスなどの課題へ対応する。 

民間の力を活用 

・今の2/3程度の規模にできる。（洋室(大中小)、和室(大中小)、特別室） 

・今の半分で十分。（板間の大部屋×2、和室、パーティション付の教室×2）

・３階を撤去して、２階建てにする。  

規模を縮小できる 

・今の広さを維持すべき。 

・規模縮小はいかがか、今のままで良いのでは。 

今の広さが必要 

・コンビニが必要。 ・児童館など子育ての場。 ・喫茶、軽食コーナー。 など 

新たな機能を入れる 

・ホームページを作成、ネットで利用申込みを出来るように。  ・チラシなどでイベントを告知。 

・バス停の名前を「鶴甲会館前」に変更しＰＲ。 ・月に１回食事会の開催を。 ・地域福祉センターでの活動を持ち込む。 など 

ＰＲ・企画 

・住民主体の運営委員会を設置する。 

・ＮＰＯ法人を立ち上げ、市から委託を受けて運営する。 

地域で管理運営 

鶴甲会館の抱えている課題 

課題解決に向けた意見・アイデア 

・今まで通り行政（ＯＭこうべ）が運営。 

・今の規模の建物を、地元管理と言われても難しい。 

行政が管理運営 

老朽化・耐震性能不足・アクセスに対して 

アクセスの改善 

土砂災害への対策 

より管理しやすく、利用しやすくするために 

誰が管理運営するのか 

・集会所機能は地域が、文化スポーツ施設の機能は行政がそれぞれ運営。 

役割分担して管理運営 
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